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特集　 ・ 世界の復興モデル都市　石巻を目指して！
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PART Ⅱ 震 災 か ら ３ 年

東日本大震災から３年。最大の被災地・石巻は平成２６年度より復興基本計画の第２段階「再生期」の新たなステージに入り

ます。今回は石巻市より寄稿いただいた復興計画のアウトラインについてご紹介いたします。　　　　　加藤友成（18 回生）

                                               あいさつ

拝啓　早春の候　ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

　東日本大震災が発生して以来、石巻出身の皆様が遠く関東の地から石巻の復興

を応援していただいていることに対し、改めて感謝申し上げます。

震災により、全国最大の被災地となりました本市ではございますが、私たちは、

皆様から頂戴いたしました御恩を生涯忘れることなく、復興、再生、発展に向け

て全力で取り組んでまいります。

長く険しい道のりではありますが、未来を担う子ども達が「このまちに生まれて

本当によかった。」と思える、魅力あふれるまちに復興した姿を、お見せできるよう、邁進してま

いる所存でございますので、今後とも、本市の復興を見守りいただければ幸いと存じます。

末筆ではありますが、貴会のますますの御発展と会員の皆様の御健勝をお祈り申し上げ、御挨拶と

いたします。
敬具

平成２６年３月３１日　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石巻市長　亀　山　　　紘
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　　　　　我　が　町　商　店　街
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　　　　　我　が　町　商　店　街
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平成２５年度教育講演会開催される！
「小さい頃の夢が実現！ワクワクする出会い！」

基調講演テーマ「ミスターパイロット」　　

　　　　　　　　　　　　全日空パイロット　尾口英昭さん（２５回生）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同行者：加藤友成（18 回生）

　

平成２５年度教育講演会が去る１２月６日石巻中学校の体育館で開催され、全日空パイロットの

尾口英昭さんが基調講演をいたしました。生徒たちは尾口先輩のユーモア溢れる講演の中に「厳

しさとともにある楽しさや喜びのパイロット人生」を感じ目を輝かせながら聞き入っておりまし

た。笑いとどよめきの講演のあと活発な質疑応答があり、最後に「将来パイロットになりたいで

すか？」という尾口さんからの問いかけに多くの生徒たちが挙手で応え、改めて教育講演会の意

義深さを感じる機会となりました。分科会では１１名の講師の方々により幅広い様々なテーマで

講演及び活発な質疑が行われました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尾口英昭（２５回生）

　故郷の匂いが好きです。石巻で一番好きな匂い、そんな匂いがする風景は、水道坂の上から見

るでっかい夕日の風景です。じいちゃんの家が水道坂にありました。母校石巻中学校に足を踏み

入れたのは、たぶん卒業以来 42 年ぶり。「懐かしい校舎を一周しましょうか」と、校長先生が

講演の前にくまなく案内してくれました。最後にたどりついた進路相談室、そこから見えたでっ

かい石巻の西の空・・・蘇りました、一番好きな匂いの風景が。何かに包まれたような、幸せ

なぽかぽかの教室。（思い出すな～～～！あの頃のこと）理科の授業、実験を見ました。英語は

外人の先生がおしゃべりしていました。給食を急ぎ足で運ぶ学生達。皆、可愛い後輩達。講演では、

空のこと、飛行機に関すること、そんな魅力を

たくさん伝えることに心がけました。初めか

ら終わりまで、皆、整然と真摯に話を聞いて

くれました。「ありがとう！」そして（おーい、

後輩たち～～これからは皆の時代なんだよ～

～分かってる～～なんて、ちっちゃく呟きな

がらの心の応援）今回このような貴重な経験

をセットしてくださった東京石中会、心から

のおもてなしをしてくださった校長先生、石

中の皆さん、本当にありがとうございました。

これからも、何度も石巻の上空を飛びます。

いつも、見守っていますからね～～。

～講演を終えて～

講師の皆様お疲れ様でした
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生徒からの感謝のメッセージ

コックピットでの尾口さん

講演会の様子

制服姿の尾口さん
かっこいいですね！

プライベートでの一コマ
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           「群れとぶ鷗よ……」      

                                                                                                                                    　

校長　横澤昌憲

　同級会や同窓会が開かれると，よく行われるのが校歌
斉唱です。そこで今回は，「石巻中学校校歌」の成り立
ちについて紹介さていただきます。
　その前に……。「校歌の作詞・作曲はどなたかお分か
りですか？」。答えを知っている方は，相当の母校愛を
おもちの方ですね……。
歌詞は，当時の父母教師会長の堺鶴二郎氏が，同窓で

あった芳賀秀次郎氏に依頼しつくられました。芳賀氏は山形県で教員をされていた方
で，「校歌の父」とも呼ばれ約７０校の校歌を作詞しています。「芳賀氏は，昭和２８
年９月２３日，快晴の日。学区にある日和山に立って遠くを見渡し，素晴らしい眺め
を詞にした」という記録が残されています。それが，「群れとぶ鷗よ　永遠なる北上…」
で始まる校歌となったのです。
校歌は，３番構成となっているのはご承知のとおりですが，芳賀氏は，１番には「過
去」，２番には「現在」，３番には「未来」の意味を込めたようで，歌詞にある言葉か
らもそれがうかがえます。また，各番の初めでは，私たちのふるさと石巻を取り囲む
美しい景観，優しく見事な環境をほめ称えています。そして，その後には，「石中生
として，こうあってほしい」という願いが詠まれています。
『ゆたけしその愛　まもらむその愛』，
『希望はあかるく　こぞりて磨かむ　その叡智』，
『雄々しく進まむ　すすまむその道』
がその部分です。そして，最後には，青春時代の真っただ中にある若者の特権である，
盛んにあふれる「生命力」や「夢」，「希望」を表す言葉が並べられています。
歌詞全体を見ると，１番では，「北上川が流れる石巻の長い歴史の中には，石巻への
大きな郷土愛に一生をささげた先輩方が数多くいる。その盛んで燃えるような郷土愛
をしっかりと受け継ぎ，守り，これからもっともっと育てていこう」，２番では，「今は，
清らかな青少年の夢をもち，明るい希望を抱き，この夢と希望の実現のために努力し，
身を鍛え，心を養い，叡智を磨いてより良い石中生になろう」，そして，３番では，「石
中生の将来は，果てしなく続き，そして，限りなく開けている。将来性のある石中生
諸君は，未来に向かって無限の可能性を信じ，自分の道，正しい道を雄々しく勇敢に
進み，理想に到達するよう互いに手を取り合って励んで行こう」と呼びかけています。
　次に，メロディについて簡単に紹介します。曲は，芳賀氏の希望により池内友次郎
氏に依頼することになりました。池内氏は，俳人である高浜虚子の次男として東京に
生まれました。フランスで音楽を学び，東京芸術大学や日本大学で音楽の教授をされ
た方です。当時の校長，志摩喜平氏が作曲を依頼するために，わざわざ東京に赴きま
した。その後，芳賀氏によって昭和２８年秋に仕上げられた歌詞が池内氏のもとに届
けられ，次の年の正月に校歌としての命を得たのでした。
　このようにして「石巻中学校校歌」，一言でいえば，「郷土愛・叡智・勇気について
語られた校歌」が完成し，昭和２９年２月２８日，校旗樹立式の中で校歌が全体に発
表されたのです。ここまで，石巻中学校が開校してから約７年の歳月が流れました。
完成を記念し，志摩校長は，自ら筆を執り書として残しました。現在，校舎の玄関を
入って正面に大きな木製の額の中に飾られています（来石の折には学校にもぜひお立
ち寄りいただき，ご確認ください）。他の学校の校歌と比べ詞も曲も重厚な趣が感じ
られる石巻中学校校歌は，今年の２月で還暦を迎えました。そして３月，この校歌を
歌いながら１０７名の卒業生を送り出しました。

　　　　　石　巻　中　学　校　情　報
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大運動会　～猛暑の中，完全燃焼！～
９月１日に「完全無欠～己の限界を見せつけろ～」のスローガンのもと，今年の大運動
会が盛大に行われました。当日は３０度を超える猛暑のため熱中症で倒れる生徒が相次
ぎましたが，全種目を無事に終える
ことができました。生徒は各種目や
応援パフォーマンスにこれまでの練
習の成果を十分に発揮しました。総
合の部では青組が優勝し，応援の部
（石中 SAITARA と応援パフォーマン
ス）では赤組が優勝しました。

文化祭での新たな伝統と復活！

　1  新たな伝統　～　全校制作「モザイク画」について
  この取り組みは３年前から始めました。今年度は１１月に復活するサンファンバウ
ティスタ号をモチーフにしました。全校生徒が各学級に割り振られたでパーツに色紙を
貼って完成させます。完成するまでどんな絵になるか分からないことになっています。
　昨年度は震災前の中瀬の風景を完成させました。一昨年１２月に石中を訪れた東京在
住の同窓生の方が，体育館でその貼り絵を見てとても感動され，今東京石中会のホーム
ページの表紙を飾っています。図案は風景とは決まっていませんが，今後もふるさと石
巻の美しい風景を石中生全員の手で残して行けたらいと思っています。

　２　復活　～　「田代島獅子舞」について
  　田代島獅子舞は、長年石中生が伝承活動を行ってきた郷土芸能です。今回の文化

祭で、震災後２年間休止していた伝承活動を復活するこ
とができました。６月に復活を呼び掛けて，それに賛同
して集まってくれた有志生徒諸君には感謝していますし，
２００年近い歴史を持つ伝統芸能を継承しているというこ
とに誇りを持ってほしいです。また，お仕事の傍ら熱心指
導してくれた獅子舞保存会の方々にも感謝の気持ちでいっ
ぱいです。今後は新たな伝統づくりのために１・２年生の
メンバーの加入を期待しています。

モザイク画を作成する生徒たち生徒作成によるサンファン号のモザイク画

　　　　　石　巻　中　学　校　情　報
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河野さんが水泳全国大会で２種目入賞！

８月２２・２３日に静岡県で行われた全国中学校
水泳競技大会において，３年生の河野優美さんが，
２００ｍ背泳ぎで第５位，１００m 背泳ぎで第６位
に入賞しました。今回の快挙を広く知らせるために、
写真のような横断幕を作成して，校門横のフェンス
に掲示することにしました。なお，河野さんは、８
月末に行われたジュニアオリンピック，９月に行わ
れた国民体育大会でも入賞しています。

髙橋花織さん（３年）の作品が桜坂高校の校章デザインに決定！

２０１５年４月に開校する石巻市立桜坂高校の校章デ
ザインの応募作品３６０点の中から３年生の髙橋花織
さんの作品が最優秀賞に選ばれ，校章として採用され
ることになりました。髙橋さんのデザインは，咲き誇
る桜の花をメインに桜坂の頭文字の「Ｓ」を中央に配
置し，背後には学校から見える日和大橋を図案化した
ものです。

石巻の復旧・復興のため頑張っています。
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（13）

　

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル

株

式

会

社

齋

武

商

店

東
北
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
株
式
会
社

八

幡

家

電

話

０

２

２

５
（

９

３
）

５

１

１

１

　

大
正
二
年
創
業　

鰻　

割
烹

電

話

０

２

２

５
（

２

２
）

０

１

３

８

　

広
告
代
理　

製
作　

Ｉ
Ｔ
関
連

電

話

０

２

２

５
（

９

５
）

０

３

５

２

松
川
横
丁

ｱ ﾄ ﾘ ｴ 阿 友 美
アイトピア（大町）通り

電話０２２５(９８)６０５７

ハンバーグとサラダの店

　茅（ＫＡＹＡ）

アイトピア（大町）通り

電話０２２５(９５)２９３５

　

愛
す
る
地
域
を
未
来
の
笑
顔
に
つ
な
げ
ま
す

株

式

会

社

石

巻

日

日

新

聞

社

電

話

０

２

２

５
（

９

５
）

５

２

３

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅野　剛（36 回生）

　昨年１１月に発行した「東京・石中会だより」特別
号でお知らせした通り今回の集いでは第１０回記念とい
うこともあり、懇親会ではジャズトランペッターの伊勢
秀一郎さん（２４回生）の演奏やテノール歌手の渡邉公
威さん（４２回生）・黒木直子さん夫妻によるコンサー
トなど大変楽しめました。今回も復興支援団体もご参加
いただき石巻の特産物の販売など大いに盛り上がりまし
た。
　それと私にとって良い思い出になったのは現石巻中学

校校長である横澤先生との再会でした。私が中学校３年生
の時の担任が横澤先生で、部活動のことや進路相談などいろんな面でアドバイスして
いただきました。
当時私は平凡な学生でしたが卒業して３０年後の今、同窓会の懇親会で私が司会をや
り来賓として横澤先生をお迎えするなんて夢にも思いませんでした。
東京・石中会の集いには４回出席しておりますが以前より若手の参加も増えてきまし
た。
私のような再会は滅多にないとは思いますが、何十年ぶりかに会う同級生や近所の幼
馴染の方と偶然会った時と言ったら言葉に表せないくらい感動するものです。
皆さんも再会に期待して「東京・石中会の集い」に参加してみてはいかがでしょうか！
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石巻の復旧・復興のため頑張っています。

恩師との２ショット

　東京石中会・会員募集！！

  申込みは下記アドレスへ

http://tokyosekichukai.com/
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京石中会　会長　飯田　勝紀　
　平成 25 年 4 月 5 日　新生「石巻ひがし保育園」は 66 人の園児、保護者と伴にめでたく入園式

を迎えることができた。このことについては、昨年 11 月に発行した「友よ！」特集号で支援のお

願いをしたところであるが、今年も東京石中会では洞源院住職小野崎秀通さんの理念と決断に心

を打たれ、支援の呼びかけを継続することにした。

被災地の復興については、目に見える形の防災対策としてスーパー防波堤を構築したり、土地を

嵩上げする国や県の施策が大きく報じられている。また、住民の生活を取り戻すための地域振興

策として水産・漁業、農業、商業等の産業復興策や学校建設が行政主動で進められてきた。しかし、

その中で忘れられがちなのは、子育てを支援してくれる幼稚園や保育園がないために、将来の復

興の担い手となる子供達が他へ流出してしまう現象である。この現象に対しては「石巻の将来に

とって大きな損失となることだろう。」と感じた小野崎住職は莫大な借金を抱え、吾をも省みず保

育園建設という大きな決断をした。

　東京石中会としては、少しでも役に立ちたい想いから会員に向けて詩集「あったかい手」の購

読や支援寄付金のお願いを昨年から勧めてきた。今年も 650 人の全会員に送る会報の中で紹介し、

更なる支援をお願いしたいと望んでいる。

私個人としても、詩集「あったかい手」は子供や親戚兄弟に「3.11 の証のひとつ」として買って

もらい、知人・友人と会う機会にはこの詩集を持参して支援を仰いできた。ひとつひとつは小さ

な支援かもしれないが、積み重なればそれなりの支援となると信じている。また、寄付金の賛同

者や「友の会」会員賛同者は下記のホームページを開くと送付の手順が詳しく記載されているので、

ご覧になり是非ご協力いただきたい。

【洞源院】住所；〒 986-2135 石巻市渡波字仁田山 2番地　洞源院

（Fax 0225-24-1407・℡ 0225-24-1389）

【詩集・朗読ＣＤの紹介】「あったかい手」・編者　小野崎美紀（洞源院）

　　　　　　　定価；詩集・朗読ＣＤどちらも 1,000 円（送料実費）

　　　　　　　Fax か電話で注文すると代金後払いで送ってくれます。

　　詩集ホームページ　http://kihofukushikai.com/books/index.html

【保育園建設支援の問い合わせ先】洞源院住職 小野崎秀通（℡ 0225-24-1389）

支援金ホームページ　http://kihofukushikai.com/support/index.html#bank-transfer

「石巻ひがし保育園」ホームページ　http://kihofukushikai.com/

石巻市渡波 (わたのは )「洞源院」保育園建設に支援を

             「友　達」

　　

　　友達って　たまんないほど

　　いいもんだ

　　その笑顔が　そうさせるんだネ 

　　

　　寂しかったとき

　　悲しかったとき

　　いじけてたとき

　　どんなにか　慰めて　くれたっけ

　　その友達も　言っていた

　　友達って　たまんないほど

　　いいもんだネって　　

　　～鈴木健司さん（８回生）より～
入園式の様子

詩集「あったかい手」朗読ＣＤのジャケット

詩集「あったかい手」の表紙

　　　　　　ア ・ ラ ・ カ ・ ル ・ ト
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首都圏在中の石巻出身者らが集う「石巻大同窓会」が開催されました
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅野　剛（36回生）

　ＮＰＯ法人いしのまきＮＰＯセンターが主催する「石巻大同窓会」が３月

８日（土）東京都千代田区のホテルニューオータニガーデンタワーで行われ、

首都圏在中の石巻出身者や支援団体の方々約１４０人が集まりました。

　東京石中会からも飯田会長、加藤事務局長をはじめ１０名が参加しました

が、会場で出席者名簿を見ると他にも石中出身者が２０名も参加しており交

流を深めることができました。

　石巻からは笹野副市長が参加され「石巻の現状と課題」をテーマにお話し

ていただきました。

出身学校を超えた大同窓会！大変有意義な集まりでした。

乾杯～！

出帆から４００年、復興の象徴となった「サンファン号」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                               
                                                                                        首藤  光春（８回生）
　二度にわたる地震と津波の被害を乗り越え、「サン・ファン号」は石巻の
復興の象徴となった。
一度目は 1613 年の建造当時であった。船大工たちは必死の努力を重ね木造
帆船「サン・ファン・バウティスタ」を造り上げた。石巻は出帆の 2 年前に
大津波に見舞われており、絶望の淵から這い上がる大事業であった。慶長遣
欧使節団を乗せたサン・ファン・バウティスタは１６１３年月浦を出帆、メ
キシコを経由してスペインそしてローマへ外交に赴くという偉業を成し遂げ
た。それから 380 余年後の 1992 年、サン・ファン・バウティスタは復元船
として甦った。数少ない資料の中、数少ない船大工が結集して石巻造船界の
総力結集の賜物となった。
　二度目は、大地震・大津波が襲った東日本大震災（2011 年）であった。

石巻観光の花形になっていたサン・ファン・バウティスタは流失こそ免れたも
のの被害を受けた。
船体の破損、折れたマストの補修など
は、地元石巻の造船会社が中心となり、

「絆」を合言葉にものの見事な団結力
で元通りによみがえらせた。この事実
を「石巻人魂のＤＮＡ」と誇れるだろ
う。惜しみない感謝と絶賛の拍手を名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
匠たちに送りたい。
 

飯田会長 (9 回生）の挨拶
石中出身　手を挙げて！三浦南さん（57 回生）、

三浦梓さん（59 回生）姉妹

によるミニコンサート

震災時のサンファン号 震災後のサンファン号

震災の被害から復活した

サンファン号

　　　　　　ア ・ ラ ・ カ ・ ル ・ ト
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東京・石中会の集い　7 月１2 日（土）
第

１１

回

開場　１１：３０

開宴　１２：００

第 一 ホ テ ル 両 国　 東 京 都 墨 田 区 横 網 1-6-1

お申し込みは、はがき又は下記ＵＲＬから承っております。

　　　http://tokyosekichukai.com/tsudoi-annai/

　　　　　　　　　　　　　　年会費の納入、ありがとうございました。
●平成 25 年度・東京石中会・年会費払込者名簿

［3回生］阿部 剛・大木 郁子・秋保 光子・武山 勝・青沼 義信・森山 滋之・後藤 久男・水澤 曻・結城 常明・坂本 武久・嶋田 寿子・佐々木 襄・猪狩 和子・小林

敬子［4回生］森田 亨子・大西 葉子・阿部 剛夫・大熊 正子・金野 和夫　［5回生］佐藤 仁子・松本 悦子・島子 妙子・上原 藤三・渡邊 寛治・阿部 道子・遠藤 明

夫・小松 悦子・越後 京子・徳江 明・鈴木 恵美子・早川 幸子・千坂 健・猪俣 昌子［6回生］久道 勝信・藤澤 俊・柴山恭子・中村 繁子・細川 金子・長崎 紀久子・

鈴木 季子・古田雄二［7回生］伊藤 惠子・金澤 功・田上 富美子・北川貴恵子［8回生］首籐 光春・鈴木 健司・山手 てい子・御牧 道子・樽見 和子・畠山 尚・川

島あつ子・菅野 邦子・佐藤 恭子・松田 勝治・高嶋 展廣・今野 ひさ子・金森 喜美子・市川 洋子・高橋 静子・塩谷 洋子・梅沢治子・澤田 知子・渥美 淳［9回生］

飯田 勝紀・野崎 ナホ子・森 孝二・後藤 安男・山川 孝子・早田 光・菊池 正・青山 さわ・加藤 照子・滝川 喜久子・田中 龍子・椊田　洋子［10 回生］角田 守弘・

今井 和代・三浦 照雄・緒方 正子・大高 朋子・田代 勝彦・本田 生子・勝又 勝・川野 澄子・斎藤 宣子・矢澤 節子・高泉 正勝［11 回生］高井 篤三・池永 貴美子・

渡邉 みよ・間部 和子・高橋 和子・雫石 登志子・後藤 永子・鳴海 佳子・中島 富子・栗原 光男［12 回生］西條 修・金澤 由紀子・金澤 洋・蟹澤 詔子・中塚 克子・

佐藤 正克・今井 あい子・村上 秀一・小林 美智子・関根 斉・安田 淳子・吉田 義男・奈良坂 仁・南里 憲三・諏佐 良子・後藤 利男・門間 糸子・籾井あき子［13

回生］佐々木 次臣・竹内 政子・岡田 ちづ子・勝島 節子・赤塚 誠哉・植草 良子・志白 清子［14 回生］川原 泰子・山中 圭子・高橋 真理・細川 忠勝・清宮 三代子・

梅沢 智・小川 孝三郎・鈴木 照子［15 回生］星 憲夫・山形 昌子・今野 和子・畠山 清光・星澤 晋・高橋 智江［16 回生］星澤 正孝・葉 良枝・坂口 いく子・伊澤 

洋子・青山 憲介・金澤 哲・薗田 美智子・佐々木 光子・熊谷 徹・佐藤 政彦・須田 厚・後藤 悦子・森岡 芳朗・大石 良子・岡 康博・石井俊子・渡辺 啓子［17 回生］

佐藤 真木夫・佐藤 秋男・熊谷 道夫［18 回生］小野 恵久子・田村 隆・本橋 富久子・鈴木 清勝・鈴木裕子・小笠原 けい子・西田 美知子・岩崎 久仁夫・山崎 容子・

浅野 和雄・山口 広治・加藤友成・吉田 るり子・佐々木 典雄・相澤 貞止・高橋 誠・渡辺 総一・志村 明子・出雲 雅明・笈原 健・寒風澤 啓子［20 回生］山川 恵

利子・茂泉 克則・佐々木 千代子・　渡辺 佳子［22 回生］穴原 直子［23 回生］岡田 文彦［24 回生］伊勢 秀一郎　［25 回生］師岡 千英子・溝辺 佳代子・尾口 英昭・

榎野 照子・星野 祐一［26 回生］高橋 裕子・渡辺 淳・大久保 多賀子・高橋 周泰・菅原 寿幸・鈴木 雅芳［29 回生］阿部 泰［32 回生］村上 俊・高橋英二・清水昭浩・

鈴木 わか子・小山 智香［33 回生］井上 俊次［34 回生］星野 知倫［36 回生］浅野 剛［42 回生］渡辺 公威　氏名回生不詳１名　（以上順不同・敬称略）

●寄付者

［3回生］阿部 剛・大木 郁子・青沼 義信［4回生］阿部 剛夫［5回生］遠藤正子・鈴木 恵美子・早川 幸子　［6回生］細川 金子・中村 繁子［8回生］首籐 光春・鈴木 健司・

樽見 和子［9回生］飯田勝紀・伊藤 幸子［11 回生］渡辺 みよ［18 回生］山口 広治・加藤 友成

横澤校長先生・市女高（藤山様・岡嶋様）東京住中会・市女高同窓会・市女高同窓会関東支部・石商同窓会関東支部・東京しらうめ会５１（以上順不同・敬称略）

　

日
頃
は
東
京
石
中
会
の
活
動
に
ご
協

力
・
ご
支
援
を
賜
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。

石
巻
の
企
業
や
個
人
の
方
々
の
中
に
は
復

興
に
向
け
て
動
き
出
さ
れ
た
方
が
い
る
一

方
で
未
だ
立
ち
直
り
の
キ
ッ
カ
ケ
を
つ
か

め
な
い
方
も
少
な
か
ら
ず
お
ら
れ
ま
す
。

皆
様
そ
れ
ぞ
れ
状
況
は
異
な
り
ま
す
が
あ

り
の
ま
ま
の
ふ
る
さ
と
石
巻
と
と
も
に
寄

り
添
い
な
が
ら
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
広
報
誌
で
は
石
巻
中
学
校
学
区
地

域
を
中
心
に
商
店
街
Ｍ
Ａ
Ｐ
を
作
成
い
た

し
ま
し
た
。

石
巻
に
帰
っ
た
と
き
に
は
多
く
の
方
に
立

ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
こ
の
上
な
い
喜

び
で
あ
り
ま
す
。

東
京
石
中
会
は
こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
石

巻
と
の
交
流
を
活
発
に
し
て
ま
い
り
ま

す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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　窓口を通してお振り込みされますと、手数料が 130 円徴収され

ます。振り込み用の機械（ＡＴＭ）で振り込まれますと、手数料

は 80 円となります。できるだけ、振り込み用の機械（ＡＴＭ）で

お振り込みされますよう、お願いいたします。

（平成 25年度会計報告は今年 7月総会にて行います。）

　東京・石中会も今年で１１周年となりました。会の運営は、基本的には同窓生皆様からの貴重な年会費を財

源としておりますが、事務費用その他の活動で、財政的にはまだまだ脆弱な面を有しています。

　東京・石中会では、引き続き皆様からの貴重なご寄付を受け賜っております。ご芳志は、下記事務局長宛に

お送りくださいますようお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤　友成

〒 330-0856　さいたま市大宮区三橋 4-339-4

東京・石中会への寄付お振り込みに際してお願い

事

務

局

だ

よ

り

　　当日のイベント予定

・鈴鹿景子さん（２４回生）による特別公演

・渡邉公威さん（４２回生）、三浦南さん（５７回生）、三浦梓さん（５９回生）による特別コンサート


